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広．島l＝計育センター所長   

まな人IJiけ）．執心と努力Cり連続であり，累桔   

であ1；と†‥i▲えよう：、……‥・ 」  

二れは山海経という丁十－‾．‡打二瓶せられている  

．甘ぐす その後も 二度ばかり ，数百関係C・7）ノブ   

々にわ証したそのモかに，二の．故事ヰさしは   

さんだことがあります。どの場合にL 弱い   

‖分への戒めの想いをこめて話してきました〔、  

現／仁はど′、jご二校教吾が多様な課題に、J摘iし、   

期けと批判をノ、之け‾ごいるlけ代はをいと言りて   

も過∴ではなし、でし ょう′ン 従来のバターンで   

は理解しきjlろこくな一ノている十どもたちの，   

心のひだにひそむものをとらえようとする努   

力にもかかわらず，焦燥と徒ウノ感ノ）連続のな   

かぐ律抑していく吉川Iiの妻モノ、いろいろな形   

‾ぐ仁二えらわています、孝仙ii：二と一Jて，f’・ども   

が兄えなくなるはど≠ノどかしくつらいことこ土   

ありませ′L∵けれど宣，それに耐え，それを   

乗り越えていく1リ、外に教仙としての1∴き力は   

キく，そのような孝如‥iなくしては，今r†の教   

子f∴某題の解決「七7三めません∴数日に据わる私   

たちは，．射題鮒決へのいちずなJ糾いを抱きな   

がら，わけしりこ助け合い，励まし合い，鍛え   

ノナいながら歩み一ノづけたいLのです1 1  

二1て教育上ンクーが，先生ノノとともに，ム、互   

いを刷まし合い，鍛え「ナう場であるよう，二   

れカー上「，車ノし、∵そう努ノノし一ノづけていきたいと   

′l⊥トノていま十  

1－   

巨半ばかりも1、」、l浦のことです、感情や思  

打升振両耳人きい－‡■fiて宇′、jキ校ノニ）J′・どヰ Jたちに，  

ニ欠のような．‡．†をしたことがありま寸   

「あるとき，炎市の脱が束子姉二遊び，あや  

ま一ノて海にのまれた、彼女の塊ミヰ精衛という  

小イ．ゝと化し、l′l分をのんだ泡を填釣上うと，  

断え‾＝仰山の木イパ」＝二∴く人で東漸二去来  

し一ノ」けているという■11何の汗から仕え⊥う  

ゎ∵いる請である   

綬人は，二の行諭汗二いくつかの椚釈を施し  

たニそのはと／しど「よ，fはkのう㌢力をあぎけ一ノ  

て，手∴だごと，『′L′ソJ・ノ）意に催し‾ぐい1ムしか  

し，解釈と㍑所詮そ（Jr）人‖弓を．盲．fiること亡二は  

かならぬと寸れば，二の梢衛00′．こ：トみを，人問  

げ）いちず、な願ヤ三・執心の象徴とし‾∴ あわjt  

」二L差しいとみる吾がときにあ・ノたとしても，  

別にイこ郁／トぐはあるまい   

ノJ、えば，われわjtcJ）l】々の′嵩みのなかにわ  

いても，ノノ車徒労のノ「上l∴＝二附い、さがる峠阜／少  

なくをいr）たとえば，「＝他に対する誠′夫とし、  

う川題にムいても，l′】らに課すべき研撒とい  

うことについても㌧，しかし，・／ノ・／ノぴ）触し＼  

に．減失に牛きようとする者にと－．）て，人リ」ろ：  

のは，徒′ソJ・と感‾J二、る‖らの心の二窮さにIni・i▲えて  

／仁きぬくこしとであろう∴ 輝やかしい人類の雁  

史などという≠ノのも，▲面から兄れ息 徒づJ  

ともノ巴、われろそわぞれのパ●みに耐えたさまぎ  
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；当教育センターでは，今年度は次のような種別で年間154の講座を計画しています口昨  
翌年度は延べ12，452名の先生方が参カロされました。今年度もより多くの先生方の御参加1を期 l  
、  

己 侍し‾こいます。  

● 教職・教養関係の講座・教科牒域指導関係の講座・実験・実托関係の・榊  

．学校経営関係の講推 ●学校事務関係の満座   ・社会教育関係の．糾  
叫  

】：： 以下、講座のし、くつかを紹介します。  
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◆教職・教養関係の講座   

教育関係職員として必要な知識や基本rll」事  

J貞について帖広く研修してしゝただくたムノ）の講  

座です、J   

たとえば，「牛徒才臣、皐講座」では「牛徒指  

・専にわける基本17り題と指ヰの／lミりノノ」につい  

て2I．】問のしげ昌で行われ，基本的・叩．嗣勺な  

面は大′、jモ教宮，美践的な血はゃ校等の先生ノノ  

によ一Jて指やが行われます。また，分散会二  

との研究協議によ畑各尤1ノノの底面してわ  

られるl棚題点等について、川／J二に川幅を深出  

ていきます。  

修をす十めていきます。   

◆実験・実技関係の講座   

美願・圭持指ヰ仁必要寺抜術的・ii」寮Tを■身  

こニノ＝十十てしゝただ′くた上ノ）J）．芯咋こ、′j‾   

たとえご‡、、「′卜辛校Ⅳ外宰習バ阻′・了壬1紺」で  

は，「存しJ）Ⅳlしり」きj∴外剛雪・ギいノノブよと‘ノ≦ナJ」と  

・トトデーーー∴二 たノヒリき、l＝＝∴りh甘朝刊Cノ）  

発去ヰし▼Jいただく小で，りご持として棋本（′）  

作刊ノノを．2＝＝は rせせ弓ざ公位1」：二川か  

けて、在の草丁－Eやご上きものの枇容♂）ノノブ」ミやでさ  

料ル収集に1いて‘夫習をイニいました   

キわ、町．二は「秋のⅣ山び）」！けト糾烏け）ノノi」ミ  

と′夫習」 というナーー1′で二♂）しょうキ．源坐の美  

施をナ定してし 、ますぐ二〕  

◆教科・領域指導関係の講座   

芥教科，道徳，墨硝吊一†軌にわける肘、即）l二  

大と改苦を「1指して子J▲‾かれる▲端座です。   

たとえば，「中学校英語科指1、卓講座」では  

「∴語活動にわける指導上の仁夫と改普」と  

いうテーマにもとづいて大学数圭∵よる「．手  

話活動にわける基本的事項」の講義や，中′、i了二  

校の先生による「∴語活動を重視した・、j守ヲ指  

導の：夫際」についての※躇発表1舛直人講師  

による「音声指専の工夫と聴椒訓練」等、英  

語運絹力の「司仁を「周るために多様意形態で醐  

一 2 －   
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英語関係講座のうち， 英語演習に関する講座はケ＝司人指導者を招いて実施しています。   

指導者の感想と受講された先生の外国人指）＃者への感触を聞いてみました。   
旬
叫
叫
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◆ 英語演習講座に参加して  

清和車、iモ校教諭 谷 川 興 子  

I】7用156隼・57年度と，二（7日ム畠車教育セン  

ターにわける熟語演習講座を′受講し，準備や  

指ヰをして卜さる先生ノノ‾の嗟かさや熱意にあ  

ふれた講座内容で虜1たことに，今，とても  

満足し，感謝しています／   

特に，Miss Linda．Jackson，Mr．Laurence  

Wiig をはじめとする外国人溝帥の先生方の  

指導のもとに研修できるということは，11a－  

tiveSpeaker・（＝触れる機会CI）少ない私にとっ  

て非常に有意義です。   

さらに，物事を 一面的にとらえがちなし＝h－  

を，多種多様なカ法，方面から考える絶好の  

機会とを一〕ています。  

IJヒ転 意．滅していない【′1分のF言軌や， もの  

の考え〃が，＝本人独特・持且▲のものであ一J  

たと景づくことも少壱くありません。   

外国人指専者の先生との会話をす・すめてい  

くなかで、「ケ‖1三」（語）を寸心二とは，」」本  

（云吾）をナふこと」と改めて考えさせられますし、  

11分がfl本人であることを吐認識しながら  

【J本人（り宣揚で，また，英語を話す人々の立  

場を忘れす主，基語を′ナんぐいくことが，私  

l半身にと∴ても，牛f′いこと一〕ても必要なのだ  

と，Missl，inJa LJackson，Mr．Laurence  

Ⅵriigに教えられたようを気がします。  

◆ 日本の英語教師との出会い  

指導課米回人英語指耳主事助手ニ  

リンダ・ジャックソン   

教育センターで，英語講座を行うことは，  

今の私にと一ノて・つの楽しみにな一ノていますtJ   

学校から離れた場所で英語科（二J）尤生ノブとわ  

会いできるのはとてもすばらしいことですし「   

それは．札たちがわ互いにより深く知り合  

える機会主意るからです。   

そして，講座ではい一」も先生ノノ（・7り‡語の知  

識と それをは一）てl′l分を太上兄する力が豊かな  

のに驚いています、   

とこ1で，私が最も印象深く感じているこ  

とは，研修に参加さわる先牛力が岱とても創  

造力に音；んでわられるということですい．㈲巫  

で行う括軌の小で†、い二札が好きをことは，先  

牛方にストーリー作りをわ願いし，それを即  

J．tlウで演じても らうというものです「ノ、トーリ  

ー作りと即興㈲旧，そこに先生ノノl′1身のl′1然  

姜姿が玖＝）れてくる（■7）で、い←リ（7）場合い柚ノ】  

いものにをりま仁 時には笑いころげること  

もありますが，ノい二深く感し、させらjlるもの  

があります、、活発を創造力を持一∴ていること  

はその人のノ川三であり，それをさらに外同語  

で表現できるということはその人の努力か仙  

わノ）一丁子等られた辛√指です。   

さらに講座て烏，む／／二いに伸一け）二とや興  

峠，米国とrl本とのちがいなどについてイわ  

合うことができます∵ そして，私の考えでは  

このょう毛コミ∫ニケーションニそ講座の人  

きなねらいの 一つであると出います、なぜな  

⊥），’jlんだケ＝l川iをf・トノて他C7）人々と交流が  

でき，そして「什ソ下し7）二とや外匡＝二住む同じ八  

川日朝け）二とについてナべる ようにをること  

こそ外国語を・ナ∴ことの＝「1勺だからですっ  

－－ ∴ミ ー   
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随‖有川修は，学校・教育研究会・グループや個人等がド掛lこ呈に米所され，数百セン ターの  

施設・ 設備を活印して研修されることをいし、ます。   

昭利57年度の随H、帥‖虔者は，延べ3，489名でした。川修内容は教刃∴封りの製作，指彗  

法の帥究など，多種多様でその中には校内い‖屡をセンターで行われた1キ校もありました   

次にその一・∴を紹介します。今隼度ヰ積極的に教育センターを御活用下さい   
Llr   

◆ 金属加工領域の実験と題材の開発  

祇園来中守校 光 原 達 夫   

昨隼軋 祇憧仲学校及び祇憧1束L巨辛校の技  

術・官庭科Ⅵ朝出バタが「Jム長川拉辛校数f」て  

仰′究ブルーγ活動奨励金」を▲ノ受け ，金ノ．り川l工  

領域の研究を行いました   

研究の内容は，全局加い「り印楚美騒と本村  

加1，余居加J二の融合題目Ⅵ購発がL卜L、でし  

た）この基檻美騒では，低融ノー．1イナ金キトーlいた  

新しい′実習題材の開発をどまで凝現させノ；二  

とができました   

仰′究む進めぺ局射■l！では，放．諜後1ニ左手り「I］し  

教育上ンクー∴．¶向いて，センターしり化．て迂・  

．昔備をゞ．千川させていただき佃′究をチトーました  

か、二のことによ一」て・J榊什究を深山ろこと  

が．1い．来たとは1てし、ます また、このたび，  

二うした機会を‖ペニとができたことは，私  

た十）グループゾ），右・／／二い（ハI′†」啓写さのき1か  

トナに与り，非′′皇∴古ぶがあ りました   

本年f要」土，岬rトノ）軒先ヰ．－iリ！しり灘は持業Cり  

小に1伐り人れ手持業キ行㍉て．hりますが，今  

後も教育センターをi．川」させていただき，さ  

弓に研究を続Hたいと忠しゝます  

◆ ビデオを活用した生徒会役員選挙  

矢野中、ト校 田 中 利 明   

昨隼11月げ）ある水曜l」の午後，私は本校豊  

原芳史先生・選卒管理委員会の生徒5名と共  

に．教育十ンターのスタジオを訪ねました。  

11前，私たちは，教育センターでの教百機  

甜技法講座を′受講した経験を手ノとに，クラブ  

泊動の帖問に牛徒たちが描いた紙′芝居をビデ  

オ綴りし，演劇部圭iに台．；■］を一〕亡†させて丈化  

祭に流したことがあります「   

ケl叫，教育センターを．甘ねたのは，堅苦し  

い選挙告ホに関心をもたせ，内容を徹底させ  

生徒会f貨【i選）f；を盛り 卜げるためにビデオ放  

映をしようと考▲えたか⊥‾）です′   

ビデオ捕りまでには，毎＝遅くまでかか一ノ  

て台木作り，し画面の†′日夜，読み合力せ等をく  

り返してからスタジオヘ人りました「 

それにもかかわらず，ビデ寸触り ，編酎二  

6時間ばかりを費やし，わす、か1（）分村度の作  

．～7，を製作することがこんなにも人′変だとはノIJ、  

いませんでした。   

テレビJ‖〕を想わせるようなセン ターのスタ  

シ、ォで暑い照明を受けながらカメラを動かし  

生徒たちも実によくがんばりましたノ   

また，ビデオの成果も圭鞘、トロ卜のものがあ  

り苦・プj・がむくわれたように一じ】、いました  

4 －－   
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三1持女帝センターでは，各指導主事が個人研究と共同研究とを進めています。そのうち次  

の二題について要旨を紹介します。詳しくは，学校等に既にお届けした「研究紀要」No3   

を御一読ドさい〕  
古き言享jぎぎ妻言二言要■吉富妄言ぎ要言善言言きぎ書き卓ぎ室■吉富妻ざ宣言書童F宣音声言  

◆ことばの発達の遅れを伴う聴覚障害児の理  

解と指導について   

牒二放の指導事例を通して「  

指甘i二事 宮 河  

恥党障吉≠の∴語隠遁や教科ヤ偶の遅オ＝二  

対しては，それらを雄1互に関連させた指導を  

1二美しか十れば与らない課題がある   

こ， イ刷二究でこ士，ニとばの巡れを什う  

ひとりの舵ノ危ド・、こ′己′∴ニリ上を対象に‘夫態をとらえ．  

．てl；た面を′配慮した算数指やを⊥Jし，経過を  

綿．汁▼j■ろことこ二上イノてケ後の治煩的持鳶詔用  

りノノを叩いうカーにしようとした∴   

粁、引ノ、］ノブ、ご「土，「放と．汁て7二」及びそれに係わる  

丈7F題を小心に設定した．ミ▲．語l師二ついては  

ゃ抹作肌キ【となることばのf朋う1′2、こ、状況・  

楳作をおす文J）理解，こき1某「1三（川Itれ二従一ノ‾丁単  

文でノ拍ほわた文責モ仁一）叩解．す推件の＝l狛二従  

りた重文仲川（7）丈章什理解，耳昭週逆川如「）丈  

ホの理解というスナッフを，手貨定し．そわに基  

づいて．㍑耶慄戌沃選択した   

ナ汁油抑土，γハ休的状況こ二即応した∴．語  

理解を中心ここしたi．刊軋すハ佃作IJミ況に即応  

した∴語よ現せ丹心にした溝軌，き二フリント  

仲川による守イれ．1軌という過f■．ををとり，そゾj  

L卜ぐ似‖する教H教1し，フリントは，！し作≠」  

把捉・操作か八二とばを便了ノた状況ノ）理解・  

拙象的媒≠ノ＼と連続的已二光りさ‾㌻るように丁ニノこ  

した   

こ（′）ようなす旨やの経過から，ことばや敗概  

念・数処理に対十三用ヤ㌢紬県を．ミ．どめることか  

できるとと阜パニ，ノ、八軒昔枕を諒詳ぺ〃リ）には  

′、Jモ習を牛f舌化したり㌧ ′辛省け）き㌧かけを牛清  

に求める必要が川い1かにな1たぐ。ケ後さらに  

機能語いに雄rli、を）】1てた．‡語r】勺配慮をしてい  

く必要がある〔 

◆豊かな発想を育てるエ芸学習の指導につい  

て一枝材でつくる「紙ナプキン立て」を中  

心に一  

L任指導主事 坂 本 信 義   

）‡術科に対する興‖末・関心等を調査し，投  

業孜さ材）一助に寸るた琉吊仁立l－′、〃☆牛徒604名  

を対象として7ンケート調査をプご施した二，そ  

の結県，67．3％し7）℃徒は．た術く二臆し、印判ミ・  

関心をホし，領域では，「エに製作ノ意欲をノ」モ  

してしゝ1うことが分か1た 1ニニ「、jモ習で意廿を  

失う25．8％（りチト徒は発想投椚て困惑してし、る 

それが1、ノ、後の予習を川．′」；二している要困にな  

1ていることも分かノノた  

ト）サイデイ1’がうかば㌧ ノな訣を失う」し「）は  

t徒の必せ感や願ヤ，浩求のはりわこししりイく  

うL 川舟や条什げ）イく【1j】昨さ，魅ノ」のか、超り，  

発想の「がかりのイ（J止，適切な賃＝や効≠爪  

キ助．‡のイ㍑」環媚伊不整帖て辛が考えらオ1ろ   

そこて、本佃′究では，身近キ親しみのある  

題目「航ナプキン、l′二て」を．肯定し，・ヤ人のH  

附て＼ 寺甘l‘▲を変えた（十機灘追求サ動物昭万  

らノ）追証封枇然彬か弓の追求」こ㌃、Jキ級で比帖  

夫煤技業を試みたし授業後，㍗下級を比較し  

たネ．【まり∴ 発且しf三川二仁ぐ【川勺や樅百巨を理解させ，  

直撞紙を折ろ，りH∴ 糸旧∵甘ル抹作をとおし  

てJlプ態を発想させた「偶然形から」しり、j二級が  

アイナイアリ）門，H、狛佃‖≠；製作意浩，満  

う上度の点におし、て他の2′、j絹及より佗れている  

ことが実証できた′∴ ケ後き），他の師域や題材  

において，いわ欄るブラスボックス的発想Cノ）  

〃法を椒り入れた欄巨石よや教材開発を．試みる  

必要を感じている〕  

「動物形から」  

「機能から」   「偶然形から」  

一 5 －   



教育 セ ン タ ー  ニ ュ ー ス  

館内を飾る先生方の作品   

今年度も市立小・中・高等学校等の美術・  

書写関係研究会に所属されている先生カの作  

品を館内に展示させていただいておりますし）   

研修の合間に御鑑賞ください。  

教員特別研修生の受け入れ   

今年度前期は次の方々がそれぞれの朝一【j分  

野で研修をすすめておられます。  

◆ 同和教育：藤野邦†・教諭（三人小′、jモ校）   

テーマ：人権認識を育てる社会科学習の在  

り方－ 6年生の歴史学習を中心にして  

◆ 生徒指導：木友承三教諭 川秋田丁車、jモ校）   

展 示 中 の 作 品  

絵画21点，彫塑2ノrlt，デザ  

イン1点，苫8ノイ、iが展′」二し  

てあります（  テーマ： 「「1らの問題に対処する力」  

を高めるための「巨学生への援助活動に  

関する研究  
職員・分掌  

氏   名  

テ；什  ∫  

職   名  担 当 業 務  

所務結詔  
人 事 異 動  

所  長  

二k  長  
◆ 離 任  

平松康久次長（人川小学校校長／ ＼J  

登 雄二主任指嘗⊥事（安芸中ナ柏勃頭ヘノ  

同山重敏主任吊i教委社会体育課巨査ノ、＼J  

平木耶馬指導｛事（己斐上小学校／＼J  

◆ 着 任  

未森一・男次長（矢野中学校教頭より）  

小久保武義主任（市教委学事課より）  

佐々木芙美子指導E事（庚午中学校より）  

中土汁正彦指導主事け澗小学柁より）  

民安利昭指導主事（可部小学校より）  

LfJ野豊三主事（安幽中学校より）  

横LlJ）亡日月教育相談員（市教委指導闇より）  

未 森  り＝叫・務管理 裾f  

義テじ■」結肛≠㍊設備－）附、トて押巨  圧 小打某 武   

盲二  事†叉1ウニ 川J’牒二、り沌、糾F！‘：1  

巨   ヰf 小当－「㌣た 二ニ ナ欄、決汀、緯叩’与  

・  l ・  ・         ・  

「什柑呈仁■町11；f   克FI「1肌絵札トニー吉廿教存  

指 ノ、与！i二・‡手＝l別 路「け州朋拍  
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編 集 後 記   
川帽指：＃旦  昭和58年度最初の所報をお届け  

します。今回は研修講座へのお誘  

いを中心に編集しました。   

暑さも次第に加わることと思、い  

ますが，先生方の御自愛・御精進  

をお祈りします。  

卜よ†吉則仲帆；亡rlJか1にJ■・トン．㍑附闘封昭  

亨イ「指導ii事 根 本‥1′．㌻ 英仰」総打、仙軒冊湘」雄刑  

指 呼 工 事 重 木ク．人 酬こト  

指導 巨事二  い月 卜理科  
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lいト「道＋徳∴旧帖′右転科  

馴渕紹J斗頼村  

野 りこ 恒 ノた仲村  

1宝 木 米 ソ；：捌1f∴束■転科  

指 巧主 上 事  

指 導 卜 串  

研修指や‖  

冊帽指・＃‖  

（掛：ヒ席托 詳こ†市袖  

（〕－   


